
第″4）章　 知的所有権

インターネットと著作権

S1わが国の著作権法が初めてサイバースペースへの本格的な対応を開始･･1

はじめに

1997年 度は、わが国の万作柿法が初めてサイバースペースへ

の本格的な対応を開始した年として、法律関係片およびインタ

ーネット関係名･の､沚檍に残されることになろう

I眺刄のiﾓ 妛諸jl･|は、 著作柿の保護に関するベルヌ条約に加盟

しており、これをベースに国内法化した衵l如) 万作袙法にJ,りづ

いて 著作棣の保護が図られている 、

この条約が1886 年 に採択されて以 来、 一方では、その後に令

場したレコード、放送、ビデオなどといった新技術の波に対応

するための変容を･R ねつつ、他方では、やや法制度の咒なる米

j *1 さえも近時は内部に組み入れることによって、ベルヌ体制は

11≪:紀以ll の ながきにわたり、 訊:作柿の保護に関する世界的な

枠組みの役割を扣ってきた､I

ところが、屯ｆネットワークを介したデジタル杵作物の流迦

という新たなパラダイムへの移行を迎えた現在、これに対する

対応をめく≒ て、ベルヌ体制は次第に拝迷の色を深めている

デジタル著作物と電子ネットワーク

すなわち、アナログ耆作物と比恢したデジタルX:忤物の城人

の特質は、複製および改変の容易性という点である　 しかも．

デジタルの|ltＷでは、コピーにより全く同･ の ものを作り出す

ことができるので、なにがオリジナルでなにが複製物なのかを

確定することすら物理的には無意味となるレ‘I=慂 らに、インタ

ーネットのような電ｆ ネットワークを使JI｣すれば、地球的規模

で瞬時に人:I;:の デ ジタルコンテンツを自山に送受仁することが

叮能となる

以|このような人類が初めて耗験する領域への移行途| 二におい

て、コンテンツのIII際競 争力に勝る先進jlllは、 前記特質を理山

にネットワークを介した||IE界規模での大:I;:の不llモコピーの発生

および流辿を危惧する声を背景として、著作棣を中心とした知

的所有権保､溲の強化という対応方針を打ち出している　･･==

欧米における権利保護拡大・強化の動向

まず囗欧州では、万作柚によるコンピュータプログラムの傑

護を内容とする1991 年のE じ指令を皮切りに、1991 年には「情

Ⅲ化社会へのヨーロッパの途」構想を公表し、1996 年3J」には

データベース保､溲に関するEU 指 令が採択され、これを受けて

汨jll盟国では国内でヽy法化か進められている、この指令は、創

作性に乏しい素材であるがゆえに従来は法的保､溲の対象となら

ないとされていた「ファクト・データベース」に関し、データ

ベース俳築に妛するＱ人な投資を保護するという地地から、デ

ータベース作成 矜にSuigenoris Right と||乎ば れる独自の禄利

（｀11該データベースの実質的な部分に関する「抽川権」と7 11」:

利川権」〕を付jJ･し てこれを保､溲しようとするものである｡ 以

卜のように、欧州では情報化社会への対応として、プログラム

からコンテンツ令般に保､溲を拡人・強化しようとする強固な意

思表示を読みとることができる

他方、米国も、クリントン人統欲が就任1111:後に「桔 報スーパ

ーハイウェイ」の名前で知られる「NII 「全米･|`Il」報 インフラス

トインターネット白書'98

トラ クチャー）構想」を捉唱するとともに、［情 擢雌盤タスク

フォース］（11TF 卜i･を糾 織している。IITF の 情 悵政策委Ｕ会

に設概された知的川･産権ワークグループは、情報スーパーハイ

ウェ イ実現に要する知的財産抽政 策の検討をテーマとして、

1991 年7月 の「グリーンペーパー」帽こ続き、1995 年9 月には

ぐホワイトペーパー」=j･･と呼 ばれる報占書を公衣して、デジタ

ルX:作怜の保､溲強化策を打ち川している、これらの報告書では、

メモリーへの 一時的蓄積は複製に該ヽ11す るという米国特有のF.

張を前提として、ネットワークllの 芯:作物を利川する行為は、

メモリーへのｰ| 時的蓄積を伴うので複製行為に､泱ヽliす るとし、

また、ネットワークにアップロードする行為は複製物の配布行

為にあたるとして「狐布flit (distribution)」 による保護を及ぼ

そうとしてきた､I

WIPO 条約とわが国の著作権法改正

このような|攻米の動向を背景として、国連の引Ilj機関である

WIPO （||ICμ知的所有権機関）を舞台にレ 袴作棣保､遙に関する

圓祭的､調和の見地からベルヌ条約の改定作裘が続けられている

が、その 一環として、1996 年12 月にジュネーブ`で 開催された外

交会議によって、「WIPO 杵作 怜条約」心および「WIPO 実演 ・

レコード条約」･おとが採択された

そこで、わがJIIIで もこれらの条約を批准するために必要とさ

れる国内法整備を川的として、1997 年6 月に軒作楴法改正が実

施され、1998 年| 月１川から施行されている。

［WIPO X: 作棣 条約］では、初めてプログラムの著作権によ

る保､涯が条約巾に明文化されたほか、「頒布権」あなどと並び、

屯f･ ネットワークへの対応として「公衆への伝達権」が認めら

れた……これは、右線または無線の方法による杵作物の公衆への

伝達を許諾する排他的権利であり、当該著作物を公衆に提示さ

れた状態にii゙ 1’:くことを含むものとされている、わが国では、す

でに1986 年の改IIﾐに より、プログラムの 杵作楴による保護を|り』

文化し、また、|lt峇に 先駆けて、リクエストを受けて行う送信

に係る「有線送信権」を創設していたI　しかし、この改正はイ

ンターネットを念頭に置いたものではないだけでなく、この楴

利は法･文の字句どおり「有線」に|很られているのに対し、この

条約では衛星インターネットなども想定して、「無線」につい

ても保､浬対象とされている　 また、わが閥の「有線送1,1権」 で

は、対象行為が「送1,1行 為」自体に限定されていたのに対し、

この条約では送悁1行 為の前段陪である「公衆に提示される状態

に置くこと」を含めて、より広く保､溏の対象とされている。そ

こで、この条約に基づき、「無線」および「公衆に提示される

状態に置くこと」についても保､溲対象としたのが、今川の法改

||ﾐで設けられたF 公衆送f,湘 」（23 条）である

次に、「WIPO 実演 ・レコード 条約」では、 著作 肴が有する

許諾権との競合川避を理IIIとして、実演家・レコード製作者に

対し「送信行為」|’|体については棣利を認めなかった。しかし、

この条約はこれらの 肴の利益を保､菠するため、その前段階の

「公衆に提示される状態に置く」行為に関しこてれらの者の許

諾権を認めた　わが川の改IIﾐ前の 万作権法では、生実演などの

場介を除いて、これらの者には権利が及ばない ものとされてい
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たので、この条約にわが国の 為:作権法を辿合させるために、今

川の法改IIﾐでこ れらの矜に「送信可能化扣: ｛92 条の2お よび96

条の2｝ という権利が付’j･されることにな-Jた;巾

以ll の改II｛の結米、名:作 扣法では、他人の1り作物を肌断で自

分のサーバーヘアップロードする行為は名:作 怜法llの［ 複･製扣］

侵害に、ネット十.で利Jlj名･からのリクエストに応じて インタラ

クテイブ送信する行為は「公衆送信柿」侵害となることになっ

た．また、実演家やレコード製作者などにも「送f,い1」’能化柚」

レ　　という新たな権利が認められたので、レコードを無断でＷＣｂで

流せばレコード製作者などの「送信叮能化柿」侵書が成ヽyする

で．　　ことになるリI　このような意味で今川の改【|ﾓは冒頭に述べた意

義を右していることになる

他方、ＥＵはWIPO 外交 会議の席でも、 前述のデータベース

］　 保､菠に関する指令と同じ内容の条約を採択するよう求めていた

ｙ　 が、審議不| 一分のまま1997 年9 月のWIPD 引Ilj家 会議に持ち越

ご　　され、この会議でもコンセンサスが得られなかったので、今後

ノ　 の継続|嶌､濆に委ねられることになったjl=･

で。　　保 護 拡 大 ・強 化 の 動 向 を め ぐ る 対 立

ｊ　　　 とこ ろ で 、 以 上 の よ う な 楴 利 保 護 拡 人 ・ 強 化 の 動 向 に つ い て

＝　 は 各 方向 か ら 異 論 もIIIMえ ら れ て い る｡

米 国 を 例 と し て 説 明 す れ ば 、 ま ず 、Richard M.Stal ］mallが 、

と･　　知 的 所 有 権 に よ る ソ フ ト ウ ェ ア の 囲 い 込 み は 乢 に プ ロ グ ラ マ ー

問 に 敵 対 関 係 を 発 乍 さ せ る だ け で あ る と し て 反 対 し 、 フ リ ー ソ

レ　　フ ト ウ ェ ア に 関 す る 「（;ＮＵプ ロ ジ ェ ク ト） を祁 進 し ［co  pyldt ］

・　　を捉11111し て き た こ と は あ ま り に も有 名 で あ る 气 。 次 に 、 米 国 の

Ｊ　　前 記 「 グリ ー ン ・ペ ー パ ー」 に お け る 提II川 こ基 づ き 、 ネ ッ ト ワ

ー ク時 代 に お け る フ ェ アユ ー ス （ 公llﾓ使JID の あ り 方に 関 す る

ガ イド ラ イン の 作 成 を|| 的 とし て 、ＣＯ ＮＦＵ （ＣＯＮｆｅrｅｎｃｃ ｏ ｎ

＝　　Fair U ｓｅ） が 組 織 さ れ、 裄作 権 者 惻 お よ び 利 川 者 惻 の100 近 い

万　　団 体 が 参 加 し て 協､議し た結 米 、1996 年12J 」、 各種 の ガ イド ラ イ

ン の 提 案 を 含 ん だ レ ポ ー ト が 発 表 さ れ か･ ‥、し か し 、 参 加 団 体

ｊ　　か ら は 、 あ ま り に フ ェ アユ ー スの 範 囲 をj劃定 的 に 解 釈 す る もの

で あ る な ど の 批 判 が 続 出 し て 支 持 が 得 ら れ ず 、1997 年､IJ」段 階

：　　で は 、 コ ンセ ン サ ス取 得 に 失敗 し た と い う 声 明 す ら 出 さ れ て い

る｡

;］　　 他 方、 産 業 界 内 部 で も 令 而的 に 著 作 権 に よ る 保 護 強 化 に 竹成

ｊ　　し て い る わけ で は な い｡ 米 国 で は 前 記 ［ ホ ワ イト ペ ー パ ー ］ 公

衣 と同 時 に 、 そ の 一部 を 内 容 と す る 「Nll 法 案 」 が 米議 会 に 提

図1　 著作権審議会マルチメディア小委員会審議経過報告書
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出された　 この法案では、X: 作権侵害剔'|身 は資力に乏しいケ

ースが多いことを理山に、 インターネット・サービ ス・プロバ

イダーに対し、サービス提供行として　一定限度叭しい貞任を負

わせることによってX: 作棣保､漫を図るという政策を採ろうとし　　レ

た 、しかし、この点などが原因となってプロバイダからの強い　　ミ

J乂対に遣い、結同1996 年 木には廃案となっているI　ところが、

これに代わって1998 年IJ｣30 日、プロバ イダーの責任を多少|災

定しつつ､訖めるというI)igital Millenium Copyright act が 米ll

院li｣法 委Ｕ会で111決 された イ･・

権利の実現方法をめぐる問題　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

次に、甲.に 条約や､y 法に より権利関係を整備しても、只一体的

な権利の実現方法をどのように構築するのかという点も人きな

問題である

電f･ ネットワークでは、人辰かつ多様な種類のコンテンツが　]

消 費されるので、その柿利保､涯だけでなく、人隘の楴利処理に　　ぐ

適した利便竹とコスト軽減が強く要I;Iliされている．

わが国の為:作権法は、本末自由に認められている私的録I'･?録

11111につき、デジタルX:作物の前記特質を理巾に例外を認め、デ　　：

ジタル機器類や空の媒体の代金に|こ乗せして購人者から補償金

を徴収するという制皮を採川しており(|0  1条の2以 目 、これ

をデジタル杵作物令般の柿利処理に及ぼそうとする意見もあ　　く

る　しかし、これでは税金を徴収されているのと同じであ り、

実際の万作権汨こ1111く見込みが令くないので解決にはならない

として、この方法に反対する声も強い．

また、行政の関'j･の ﾄ で゙X: 作権 の集中竹即を行うという方法　　=y

も 考えられている　 わが国では、著作柿に関する仲介業務法に　　ｙ

よる仲介袰務実施の許I･｣｜|』に基づき、JΛSR ΛＣ 川 本l,'ll楽X: 作

権la 会j などの指定川体が仲介業務団体として活動を行ってい

る　これに対し、1997 年|(川20 囗、｢11j　日 本パーソナルコン

ピュータソフトウェア|嶌会が、集中竹理方式|″|体 のｲ川｣性 は認　 ｊ

めつつも、これに｢ 国や行政が介人して、指定団体が特定分野　　ヤ

を独占的に竹理すると、X: 作権使川料などにおいて競争原理が　　ｊ

働かず、交渉の余地がなくなり、利川片は鳥い使11』料を払わざ

るを得なくなる｣｢ 柿 利片側にとっても、高額な使Jl｣料負担に

よる利川片の利川搾えが進み、本来発生するはずの経済的迷元　　ン

を得る機会を尖う｣ な どの批判を行い、名:作 怜集中竹理に法的　　万

規制は必要ないとする意見を公表している.････.

他 方、デジタルX: 作柚の電f 一的 集中竹理システム( ＥＣＭＳ:

Electronic Copyright Management S ｙs脯ｍ) を民間のＦで構

築し、佃々の万作柿片が自ら決定した対価を取得できるように

しようとする動きもある､I わが国における代衣格が、森亮･ 教

授 が提1111Sす る 超 流辿 お よ び 北川 片 太郎 教 授が 提 唱 する　　Ｊ

ＣＯＰＹＭＡＲＴである.に　たしかにこれらの方式では行政の介人　　、

による独占的竹理のような問題は解消する　 しかし、|ふK では

いかなる不IIミコピー対策を講じるのかが、後名･ではコピープロ

テクトおよび料金徴収のためにハードウェアなどの装着を要求　　万

するのであれば正規ユーザーの利便性を棚なうおそれがないの　　フ

かどうかが各々問題となろう　 そこで、｢ 電f･ 透 かし」技術の

導人によりIIﾐ規利月丿片かとうかを判別するとともに、サーチロ

ボットを応JI｣したX: 作柿 侵害監視川ロボットにサ イバースペー

スを巡川させて｢ 屯f･ 透か し｣ と照合させることによ９て、杵　　l=

作楴侵害を発見させようとする技術も開発されているII，　　　　　j

利 用者のプライバシー保護との対立

しかし、サイバースペースにおけるX:作 棣の電子的管J111 ･般

に対しては、もしコンテンツの中身を見るために自動的に課金

されることを覚悟してダウンロードしなければならないとすれ

ば、現実窄闘の書店で本を購人する場介のような･yち読みによ
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る本の選択もで きないことになるし、現実空間の占店に､冫ち寄

って本を購人する場合には購入履歴が残らないのに対し、サイ

バースペースではコンテンツ購入に伴い課金のために購人履|だ

が必ず残るとすれば、利川行のプライバシーが裸にされてしま

うとして危惧する意見も11111えられている、

おわりに

以|このように、デジタルX:作物の保護を巡り、多様な利害を

ｲ|‘する関係 者がさまざまな意見をF.張しているというのが現在

の姿であり、ベルヌ体制は、採択後目lt紀 を経て、今や思いも

よらなかった新匯界を彷徨しているのである。

(岡村久道・弁､遙十　近畿大学)

注I　 ベ ル ヌ 条 約 の 変 容 過 程 と 電r･ ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て は
、
名 和 小 太

郎y サ イ バ ー ス ペ ー ス の 剔 乍 権j･ 中 公 新､11= 口996 年 ） 参 照ﾕ

注2　 も っ
と も

、
取 引 な ど を 証|ﾘ ］す る た め に デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 使 川

す る 場 介
、
複 製 及 び 改 変 の 容 易 性 ゆ え に

、
ど れ が 真 性 な も の な の

か 判 別 が 不 ｕf 能 に な る と い う 問 題 も 発 生 す る　 こ れ は 万 作 権 の 問

；　　　　
題 で は な い が

、
竃r･ 商 収 引 な ど で は 解 決 せ ざ る を 得 な い 亟 要 な セ

キ ュ リ テ イ 上 の 問 題 で あ り
、
こ れ を 川 避 す る た め にlli いj･ 技 術

、
電

ｆ, ＆|| 五岐 び 屯 ｆ 公 証 制| 殳 が 必 要 と な る
．

:･　　 注3　 欧 米 の 動 向 に 関 す る 詳 細 に つ い て は
、
加 藤 幹 之 「 欧 淞 の 著 作 怜 問

題 の 動 向 」 『 科 学 技 術 振 興ljt 袰 団F 帖 報 竹 理 』1998 年3jj り1100n･

以 ド ） 参 照 、

‘　　 注4　11ﾐ 式 名 称 は 、the Information Infrastructure Ｔ;lsk Forcc

(http: iil £ｄ ｏ ｃ.M･ 八 ’ 厂

ソ　　 注5　Green Paper,  Intellectual Properly ａｎ ｄ Ihc Natio Ⅲll Information

Infrastructure.  APreliminary Draft of The report  of  the Working

G ｒ（ ）ｕ ｐ ｏ ｎ Inlercel 】ular Property Rights Ｕlttp:　 ｗ　 ｗ ｗ.iitf.nist.

と　　　　go ｖ/ipc/ipc-fi 】ｃs/ip ｗ ｇ
…
……ip ヽ4･g_draft.html) 参 川

注6 Intellectual Property and I  he Ｎ ａtioll;､ 囗nforniiition Infrastructure
。.　　　The 

Ｒ ｃ ｐ ｏr し
）f the Working Group on Intercellular Property

/　　　　Rights  (http: …………www.uspto･go 丶……ｗeb ………offices  com ………d,lt. ‘･ipnii ………） 参

照 、

ｊ　　
注7　WIPO Copyright Treaty (http:y ………www.wipo.int ………ｅ ｎ ｇ,diplco111

………

distrib treaty02.htm) 参 照I

:　 注 ８ Ｗ Ｈ ）Ｏ Performances and P11 （､notframs Treaty （| 汨p: … ……､4･､A.･､χ･.

万　　　　wipo.int/eng･･'diplconf ……distrib･ ‘.､treaty02.htm)
参 照

、

注9　 こ の 条 約 は
、
第6 条 で 「 頒 布 権 」 を 認 め た

．

こ れ は
、X:

作 肴 は
、
販

よ　　　　
売 ま た は そ の 他 の 所 有 権 の 移 転 に よ り

、
そ の 著 作 物 の 原 作 品 ま た

イ　　　　 は 複 製 物 を 公 衆 に 利 川111 能 に す る こ と を 許 諾 す る 権 利 を が 有 す る

と い う も の で あ る　 な お
、
同 条 第2 瑣 に よ り

、
締 約 閥 に 頒 布 権 に 関

：　　　　 し 「 消 尽 」 を 認 め る 自||| を 認 め て い る ． こ れ は
、
「 フ ァ ー ス ト セ ー

ル ド ク ト リ ン 」 と も|lf ば れ て い る　 つ ま り
、
著 作 物 の 原 作 品 ま た

Ｊ　　　　 は そ の 複 製 物 に つ き
、X;

作 名- の 許 諾 を 取 得 し て 最 初 に 販 売 ま たI よ

：　　　　 そ の 他 の 所 有 権 の 移 転 が 行 わ れ た 場 合 に は
、
頒 布 権 が 消 滅 す る と

い う 規 定 を
、
締 約 閥 が 自 山 に 認 め る こ と が で き る と い う も の で あ

る.

:ﾖ･　　 注 】0 以ll に 述 べ た わ が 国 の 改|| ｛ 経 緯 に つ い て は
、1997

年2 月24 日 の 著 作

権 審 議 会 マ ル チ メ デ イ ア 小 委 日 会 審 議 経 過 報;11 （lmp: ……､､･､､･､､･.

monbu.go.jp singi chosaku 00000007/ ） を 参 照

し　 注11 改iK: 作 権 法 に よ るa 一楽 著 作 棣 へ の 其 体 的 対 応 に 関 し て は
、

JASRAC 川 本 ａ 楽 著 作 楠 心 会 ） の ウ ェ ブ に 掲 秡 さ れ て い るFAQ.

（htlp:. ｗ　 ｗ ｗ.jasrac. ｏｒ.Jpﾉjhp ﾀﾞfaqf..htm)
を 参 照 さ れ た い 〔 図2 〕
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注12 WIPOX: 作 権 条 約 で は 、 ほ か に コ ピ ー プ ロ テ ク シ ョ ン な ど 技 術 的 保

護f 段 の1111避 も 規定 さ れ た が 、 こ の 点 、 わ が 国 の 文化 庁 著作 権審 議　　:､

会マ ル チ メデ ｆア 小 委tl 会 ワ ー キ ン グ・ グ ルー プ （技 術 的 保 護 ・管

理|剔 剔 は 、1998 年２月2011 付 け で 「中 間 ま と め （コ ピ ー プ ロ テ ク　　 で

シ ョ ン な ど 技 術 的 保 護T･ 段 の 回 避 に つ い て 剔 を 公 表 し て い る

｛http: ｗ　ｗｗ.ｍｏｎｂｕ.g０.jp singi chosaku 00000196 コ

汁.13 引 地 信 之 ・引 地 気忠f-  rThink GNU －プ ロ ジェ ク ト ＧＮＵ日 記 と ソ　　=:

フ ト ウ ェ ア の 憂 鬱-」（hltp:　 ｗ　ｗｗ.plaza.hitachi-sk. ｃｏ.jp.･`ｍａsａ-

k doc think-yni 凵119921 参 照ﾕ

注１４ AN INTERIM REPORT ＴＯ　ＴＨＥ COMMISSIONER と い う 題 名　　 ダ

で あ る<http:　 圦’Ｍ’丶ｖ.ｕｓplo･ｇｏｖ ｗeb offices dcom  olia　confu

interim.html) 、 な お 、1997 年9 月 、 こ れ まで のCONFU の 成 果 を 整　　 丿

理 し た 第1 フ ェ ー ズの 報 告､I::（http: ……ｗｗｗ.uspto. β）、……ｗeb ……́o ffict･ｓ ･...･　　で

dcom olia confu conclutoc.html) が 公 表 さ れて い る 、

vi:15 5Hl  II付 けWired Ｎｅｗs の 、Showbiz Hails Copyright Victory　　 ］

amp: 八.vww.wired.com  news ｎｅｗｓ politics  story  ･ p12047.html)　･ ゜

参 照

注16 hUp: ……………wwwjps<u>r.jp/oshirase ………1997'houteki｡･c, ｐｍａｎａｇｅ.htｍ 参 照　　 丿

注17 前 名･に つ い て はhttp 卜sda.k.  tsukuba-tech.ac.jp SdA 、 後 者に つ い

て はhUp: ……………､､･ww.kclc.or.jp……c!ｎ!ho  mi･.htm 参照　　　　　　　　　　　　 二

図2　改正著作権法による音楽著作権への具体的対応がFAQ　　j

としてまとめられているJASRAC  (日本音楽著作権協　　j;

会）のホームページ
http://ｗｗｗ.jasrac. ｏr.jp/jhp/faqf.htm
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